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研究要旨 

当院に入院したプリオン病患者連続 17 名を対象に医療連携に関する問題点を後ろ

向きに調査を行った。自宅へ退院できる患者の多くは緩徐進行型の症例で、かかり

つけ医の選定は比較的容易である一方、典型的な急速進行型の症例では、診断後の

転院先の確保に難渋する例が多かった。転院を要した患者のうち半数で転院を拒否

されていた。転院を拒否される理由として、医療スタッフの感染に対する理解不足

や不安があったが、感染対策マニュアルの送付ならびに医療スタッフ向けの出前講

演会の開催が医療スタッフの不安解消に有益であった。また、特定の精神科単科病

院や療養型病院への転院ルートの構築も重要であると考えた。 

また、V180I gCJD-129M 3 例を経時的に SPECT 所見を検討したところ、全例で発症

から20～23ヵ月後のほぼ寝たきり状態にあっても後頭葉と小脳の血流が保たれてい

た。これは V180I-129M gCJD の SPECT 所見の特徴ではないかと考えた。 

Ａ.研究目的 

プリオン病診断後の医療連携に関する問題

点を明らかにすること、V180I gCJD-129M 

の SPECT 所見の特徴に関して明らかにする

ことを目的に本研究を行った。 

 

Ｂ.研究方法 

2006年から 2014年までの 9年間に当院に

入院した CJD患者 17名の退院支援に関する

医療連携上の問題点や、その問題点を解決し

た方法について後ろ向きに調査した。また、

当該期間に当院に入院したV180I gCJD患者

のうち、MRI及び SPECT検査を経時的に観

察できた 3例の SPECT所見の変化について

後ろ向きに調査した。 

(倫理面への配慮) 

個人の特定につながる住所、生年月日、名

前を削除し、研究に用いた。 

 

Ｃ.研究結果 

プリオン病と診断された患者 17 名の退院

後の療養先は、自宅が 9例、転院が 7名、転

院不能 1例であった。自宅退院した患者の多

くは、V180I gCJDや sCJD緩徐進行型で、

かかりつけ医の選定は容易であった。一方、

転院を要した患者の半数で転院を拒否された。

医療スタッフの感染に対する理解不足や不安

によるものであったが、感染対策マニュアル

のコピーを送付し、必要に応じて出前講演会

を転院依頼先病院で開催したところ連携が可

能となった。 

V180I-129M gCJD の 3 例の SPECT 所見

を経時的に観察したところ、ほぼ寝たきり状

態にあたる発症から 20～23 ヶ月後でも後頭

葉と小脳の血流が保たれていた。 

 



 

Ｄ.考察 

感染対策マニュアルの送付ならびに医療ス

タッフ向けの出前講演会の開催が医療スタッ

フの不安解消に有益であると考えた。特定の

精神科単科病院や療養型病院への転院ルート

の構築も有益であった。 

V180I-129M gCJD の症例では、MM1 

sCJD と比較して視覚異常や小脳失調の出現

頻度は少ないと報告されている。病理学的に

は長期例においても後頭葉、小脳の病変は軽

度で比較的保たれる傾向がある。ほぼ寝たき

り状態にあっても後頭葉と小脳の血流が保た

れていることとの関連が示唆される。 

 

Ｅ.結論 

 医療連携を行うに際し、感染対策マニュア

ルの送付ならびに出前講演会が有効であった。 

理解ある特定の病院への転院ルートの構築も

重要である。 

ほぼ寝たきり状態にあっても後頭葉と小脳

の血流が保たれていたことは、V180I-129M 

gCJD の SPECT 所見の特徴ではないかと考

えた。 
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